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平成２９年度　連絡員会議開催

　

７
月
３
日
（
月
）
西
目
の
シ
ー
ガ
ル
を
会
場
に
平
成
２９
年
度

連
絡
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
連
絡
員
１
４
８
名
、
役
員
１９
名
の
ほ
か
、
来
賓
と

し
て
、
森
づ
く
り
推
進
課
長
並
び
に
各
班
長
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
は
小
松
組
合
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
日
頃
の
ご
苦
労
と

協
力
に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
引

き
続
き
組
合
員
と
の
重
要
な
連
絡
役
と
し
て
務
め
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
一
、
指
導
・
総
務
事
業
関
係

　
　
　
・
賦
課
金
の
お
知
ら
せ

　
　
　
・
年
間
行
事
計
画

　
　
　
・
組
合
員
異
動
手
続
き

　
二
、
林
産
販
売
・
丸
棒
加
工
事
業
関
係

　
　
　
・
木
材
価
格
の
推
移

　
　
　
・
西
目
セ
ン
タ
ー
共
販
市
況

　
三
、
製
材
加
工
事
業
関
係

　
　
　
・
平
成
２８
年
度
西
目
製
材
所
稼
働
状
況

　
四
、
造
林
事
業
関
係

　
　
　
・
平
成
２８
年
度
造
林
補
助
事
業
に
つ
い
て

《
仁
賀
保
地
区　

佐
藤
氏
》

Ｑ
、
５
年
経
っ
て
も
搬
出
間

伐
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
箇
所
を
優

先
し
て
施
業
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
、
山
林
所
有
者
の
同
意
を

得
て
施
業
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
支
所
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
相
談
の
う
え
施
業

を
行
い
た
い
。

《
大
内
地
区　

鈴
木
氏
》

Ｑ
、
由
利
本
荘
の
木
材
価
格

は
他
県
に
比
べ
て
ど
う
な
の

か
教
え
て
欲
し
い
。

　

テ
レ
ビ
で
九
州
の
森
林
組

合
が
中
国
に
輸
出
し
て
い
る

の
を
目
に
し
た
。
秋
田
で
は

そ
の
よ
う
な
動
き
は
あ
る
の

か
。

Ａ
、
木
材
価
格
に
関
し
て
は

次
回
資
料
を
提
出
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

秋
田
県
で
も
海
外
に
輸
出
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
販

売
先
が
な
い
た
め
に
輸
出
し
て
い
る
の
で
、
値
段
が
い
い
わ
け

で
は
な
さ
そ
う
だ
。
ま
た
、
「
県
内
の
業
者
が
国
か
ら
補
助
金

を
も
ら
っ
て
海
外
に
木
を
出
す
の
か
」
と
言
う
話
も
あ
る
た

め
、
慎
重
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

《
大
内
地
区　

中
村
氏
》

Ｑ
、
合
併
以
来
一
度
も
出
資
配

当
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

連
絡
員
へ
の
依
頼
文
章
の

言
葉
使
い
が
堅
い
の
で
、
や

わ
ら
か
く
し
た
ら
ど
う
か
。

　

薪
の
配
達
が
遅
い
。

Ａ
、
ま
だ
ま
だ
事
業
の
資
金

が
足
り
な
い
の
が
事
実
。
組

合
員
へ
の
配
当
の
前
に
職
員

へ
の
給
料
を
上
げ
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
も
う
少
し
我
慢
し
て
ほ
し
い
。

　

職
員
教
育
に
力
を
入
れ
な
が
ら
組
合
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き

る
よ
う
な
経
営
を
目
指
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
た
い
。

　

順
次
配
達
し
て
い
る
所
な
の
で
も
う
少
し
待
っ
て
欲
し
い
。

仁賀保地区　佐藤氏

大内地区　鈴木氏大内地区　中村氏
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第
２３
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会
を
開
催

大

会

宣

言

　
林
産
班
　
小
松
　
卓
哉

　
私
た
ち
は
、
安
全
管
理

の
重
要
性
及
び
労
働
災
害

防
止
活
動
を
確
認
し
、
本

大
会
の
開
催
を
契
機
に
無

事
故
・
無
災
害
の
決
意
を

新
た
に
、
災
害
防
止
対
策

を
全
力
で
取
り
組
む
事
を

こ
こ
に
宣
言
致
し
ま
す
。

「
組
織
で
進
め
る

　
　
　
　
　
安
全
管
理

　
み
ん
な
で
取
り
組
む

　
　
　
　
　
安
全
活
動

　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　
　
　
　
　
安
全
文
化
」

退
職
者
感
謝
状
贈
呈

優
良
運
転
者
表
彰

　

菅　

野　

慶　

一

　
　

（
林
販
課
技
能
職
員
）

★
無
事
故
無
違
反

２５
年

　

伊　

藤　

牧
紀
子

　
　

（
仁
賀
保
支
所
技
能
職
員
）

１５
年

　

相　

良　

光　

洋

　
　

（
林
販
課
技
能
職
員
）

１０
年

　

鈴　

木　
　
　

栄

　
　

（
鳥

海

支

所

長
）

　

６
月
２３
日
（
金
）、
旧
由
利
町
の
善
隣
館
を
会
場
に
、

組
合
の
技
能
班
、
職
員
を
対
象
に
第
２３
回
労
働
安
全
衛

生
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

安
全
講
話
に
、
林
材
業
労
働
防
止
協
会
秋
田
県
支
部

専
務
理
事　

佐
藤
博
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
林

材
業
労
働
災
害
の
現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
林
材
業
労
働
災
害
防
止
関
係
系
統
・
林
材
業
で
発

生
し
た
死
亡
災
害
の
特
徴
と
対
策
を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
資
料
に
は
ど
の
よ
う
な
災
害
防
止
が
あ
る
か
等
、

実
際
の
死
亡
例
と
図
を
交
え
て
詳
細
に
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
毎
年
事
故
が
絶
え
な
い
林
業
に
身
を
置
く
立

場
と
し
て
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
講
話
と
な
り
ま
し

た
。

　

安
全
講
話
に
続
き
、
小
松
組
合
長
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
視
察
研
修
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、
林
業
先

進
国
の
林
業
の
取
り
組
み
、
チ
ッ
パ
ー
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を
使
っ
た
集
材
や
作
業
道
の
道
幅

等
、
現
場
で
の
考
え
方
や
、
動
き
も
違
う
そ
う
で
、
大

変
興
味
の
あ
る
話
で
し
た
。

　

現
場
の
他
に
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た
集
合
住
宅
や
、

Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
設
計
し
た
複
雑
な
建
造
物
、
小
型
ガ
ス

発
電
等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

講師　佐藤博 氏

小松組合長の視察研修報告
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第23回  本荘由利森林組合造林コンクール開催要領
１．趣　　旨
　この造林コンクールは、健全な活力ある優良林分を造成し、良質材生産を志向した保育作業の合理化と技術の
向上を図り、由利地方民有林の森林整備事業の推進と実績を高めるため開催し、合わせて所得向上に貢献するこ
とを目的とする。 

２．名　　称　　本荘由利森林組合造林コンクール

３．主　　催　　本荘由利森林組合

４．実施期間　　申込：平成29年 ９月１日～平成29年10月15日
　　　　　　　　審査：平成29年11月１日～平成29年11月30日

５．実施方法
　①　参加資格
　　　本荘由利森林組合組合員とする。（旧由利地方森林組合長会及び本荘由利森林組合主催の造林コンクール
　　　で入賞した林分は同一部門での申込みはできません。）

　②　参加林分の基準
　　　※平成28～29年度中に施業を実施した林分に限る。
　　　Ａ　人工林
　　　　（イ）樹　種……スギ
　　　　（ロ）面　積……0.10ha以上
　　　　（ハ）林　齢……植栽後７年生以上

　③　参加部門
　　　幼齢林の部…………７年生～９年生
　　　枝打ちの部…………11年生～30年生
　　　保育間伐の部………21年生以上
　　　収穫間伐の部………21年生以上
　　　育成天然林の部……25年生以上

　④　参加申込
　　　各支所に備え付けの参加申込用紙に記入の上、各支所経由で申込むものとする。

　⑤　審査方法                               
　　　審査委員長は、由利地域振興局農林部森づくり推進課長に依頼し、森づくり推進課員及び森林組合職員を
　　　もって審査するものとする。

　⑥　審査基準　　別に定める。

　⑦　表　　彰
　　　組合長は、審査委員長からの審査結果報告に基づき入賞者を決定し、次により表彰するものとする。  
　　　・最優秀賞（由利地域振興局長賞）・優秀賞（由利森林管理署長賞）・優良賞（県森連合会長賞） 
　　　・入賞（森林組合長賞）・奨励賞（森林組合長賞） 
  
　　　　注：参加林分の状況などにより、入賞に至らない場合もあり得る。 

Ｂ　育成天然林
　（イ）樹　種……広葉樹
　（ロ）面　積……0.10ha以上
　（ハ）林　齢……25年生以上

移動林業相談の開催移動林業相談の相談の 催開催移動林業相談の開催

○９月  ６日（水）…仁賀保支所

○９月２０日（水）…本荘支所

時間：ＡＭ１０時～ＰＭ２時
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木製品の種類について

情 報 コ ー ナ ー 第2回

　これまで、一般的に木製品は、生の原木から製材により、切ることによって柱や板を作り、建築部材などに使われてきま

したが、近年は、接着剤や木材の人工乾燥技術が大幅に進歩したことから、引き板などの板類を張り合わせることにより、

割れや曲げに強い高性能な木製品が作られるようになりました。 

　今回は主な木製品の種類と作り方の違いなどについてお知らせいたします。

１　図１の説明        

（１）図に示したとおり、製品を分類すると、原木を　①切って使う　②皮のように剥いて使う　③チップ状にし

　　　て使う④細かく繊維状にして使う　これらが出発点となります。     

（２）①の切って使うと②の剥いて使う場合は、出来た引き板（ラミナ）や単板（べニヤ）の単品を同一方向、ま

　　　たは交互に張り合わせる場合などによって、それぞれの種類の製品に分けられます。

（３）張り合わせには、すべて接着剤が用いられます。

（４）張り合わせは、狂いを避けるため、通常は奇数層となっています。

２　主な木製品について

　ａ　集成材        

　　・建築基準法の改正などにより、寸法の変化や狂いの少ない製品が求められるようになり、乾燥した引き板（ラ

　　　ミナ）を３または５層に接着（積層）した柱（管柱）などが代表的です。 

　ｂ　直交集成板（ＣＬＴ）        

　　・集成材を面的に大型化した構造材として、近年注目されています。交互に積層されていることから高い強度があり、

　　　大型木造施設にも使用可能なほか、耐火性能の違いなどにより、製品のランクがあります。  

　ｃ　合板        

　　・主に内装等に用いられるなじみのある木製品ですが、近年は、高性能で多様な製品が作られています。県内には、

　　　秋田プライウッドや新秋木工業など全国規模の量産工場があります。

　ｄ　パーティクルボード、ファイバーボード        

　　・木材をチップ化、繊維化して、高温でプレス接着して作られます。

　　　家具製品や箱物、住宅の下地用資材などに利用されます。 

　この他最近注目されているのは、セルロースナノファイバー（ＣＮＦ）という新素材です。   

　木材繊維をさらに細分化（１ナノ＝　　　　　ｍｍ）した素材のことで、鉄より軽くて強じんなことから、プラ

スチックなどに混ぜ込み、自動車や飛行機など、幅広い分野への活用が期待されています。

１

１００万

図１　木製品の種類と作り方の違い

作り方
種類

－ －

－



森
林
組
合
だ
よ
り　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
発
行　

印
刷
・
㈾
由
利
印
刷
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（平成29年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段㎥当り価格

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

７月４日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

８月２日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス
　
　
ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

７月：天然秋田杉とナラ以外は完売。４ｍの１４ｃｍ下は若齢材で単価も弱い。それ以外は横バイで、山形県勢と量産工場が手当て。
８月：１本並べの物件に２口応札が無かった以外は完売。常連の量産工場と山形勢に加え、県北からの参加もあった。２４～２８cmで
      １２,６００円/㎥前後、１６～２２cmで１０,２００円/㎥前後と単価も強含みになってきた。
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(2, 794)
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(3, 236)
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(2, 919)
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671㎥(2,416石)・666㎥(2,398石)・99％ 598㎥(2,153石)・597㎥(2,149石)・99%

退
職
者
の

        

お
知
ら
せ

【
技
能
職
員
】

　
　
三
　
浦
　
洋
　
信

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

藤原　　巧
●技能職員

教わったことを今後
の仕事に活かしてス
キルアップしていき
ます。

ふじわら たくみ

長谷山　楓
●総務課

感謝の気持ちを持
って、日々努力し頑
張ります。

はせやま かえで

小川　奈々子
●総務課

早く仕事を覚えて、
お役に立てるように
頑張ります。よろし
くお願いします。

おがわ ななこ

職員異動のお知らせ 【８月１日付】

氏　　名 新　　職　　名

猪　股　映　子

板　垣　真　澄

古　川　　　暢

草　刈　賢　一

総務課主査

大内支所主査

東由利支所係長

林産販売課主事

旧　　職　　名

大内支所主査

総務課主査

林産販売課係長

東由利支所主事

賦課金納入のお願い賦課金納入のお願い

賦課金納入時期が過ぎておりますので、

未納の方はお早めに納入をお願いしま

す。納付は組合本所・支所及び下記の金

融機関へ納入下さいますようお願いしま

す。なお、秋田しんせい農協では手数料

はかかりません。

　【取扱金融機関】

　秋田銀行管内各支店

　北都銀行管内各支店

　羽後信用金庫各支店

　山形銀行本荘支店

　きらやか銀行本荘支店

　秋田しんせい農業協同組合各支店

８月に新しい仲間が入りました。これからよろしくお願いします。新職員紹介
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